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1. はじめに 
PRINCE2 7 ファンデーション認定資格はプロジェクト・マネージャーおよびプロジェクト・マネージ

ャーを目指す方を対象としています。プロジェクトの設計、開発、デリバリーに関与するその他の主

要なスタッフも対象となります。これには、プロジェクト委員会メンバー（例：上級実行責任者）、

チーム・マネージャー（例：成果物デリバリー・マネージャー）、プロジェクト保証（例：ビジネス

変更アナリスト）、プロジェクト支援（例：プロジェクトおよびプログラム・オフィスの人員）、運

用ライン・マネージャーまたはスタッフが含まれます。 

PRINCE2 7 ファンデーション試験は、受験者が以下のとおりシラバスに記載された PRINCE2 プロジ

ェクト・マネジメント手法を記憶し理解していることを評価することを目的としています。PRINCE2 
7 ファンデーション認定資格は、PRINCE2 プラクティショナー試験の前提条件となります。PRINCE2 
プラクティショナー試験では、理解している PRINCE2 プロジェクト・マネジメント手法を状況に合

わせて応用する能力が評価されます。 

2. 試験の概要 
持持ちち込込みみ可可能能

なな資資料料 
なし この試験は「公式書籍持ち込み不可」です。『PRINCE2® 7 成功

のためのプロジェクト・マネジメント手法』公式書籍は推奨さ

れている学習教材ですが、試験中に参照することはででききまませせ

んん。  
試試験験時時間間 60 分間 母国語以外または業務で使用する言語以外の言語で試験を受け

る受験者には 25% の延長が認められ、制限時間は 75 分間にな

ります。 
配配点点 60 点 60 個の設問があり、1 問につき 1 点です。点数がマイナスにな

ることはありません。 

合合格格点点 36 点 試験に合格するには、36 問以上正解（60%）する必要がありま

す。 
思思考考レレベベルル ブルーム

のレベル 
1 および 
2 

「ブルームのレベル」は、設問に答えるために必要な思考のタ

イプを表します。ブルームのレベル 1 の設問では、PRINCE2 手
法に関する情報を思思いい出出すす必要があります。ブルームのレベル 
2 の設問では、それらの概念を理理解解ししてていいるることを示す必要が

あります。 
設設問問ののタタイイププ 標準、語

句の穴埋

め、リス

ト、否定

形 

設問はすべて「多肢選択式」です。 
「標準」の設問では、設問に対する答えとして 4 つの選択肢が

提示されます。 
「否定形」の設問は「標準」の設問ですが、本文が否定表現に

なっています。 
「語句の穴埋め」の設問では、ある語句が抜けた文章が提示さ

れ、その抜けた語句を 4 つの選択肢の中から選択します。 
「リスト」の設問では、4 つの文章が提示され、正解を 2 つ選

択します。 
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3. 設問のタイプ 
40 個の設問はすべてᇒ㿣テスト問乼（OTQ：Objective Test Question）です。 4 つの選択肢の中か

ら正解を 1 つ選択してもらいます。間䚅った選択肢（不正解）は、⸕䆈またはスȵルが不ॱ分な受験

者が選択しがちです。а㡜的にこれらの選択肢は、試験対象のシラバスの么ฏに関䙓するもっともら

しいഎ答となっています。OTQ 設問形式には、「標準」、「語句の穴埋め」、「リスト」（正解が 2 
つ）、および例外的に使用される「否定形」の標準 OTQ があります。 

 
「「標標準準」」のの設設問問例例：： 

⅑のǛち、PRINCE2 に㎡合された 4 つの要㍐

に䂢ᖃするものはǾれですか˛ 
 
a) ૱䌚 
b) ᖩࢢ記䘠書 
c) プロɃス 
d) 成果物記䘠書 
 
「「リリスストト」」のの設設問問例例：： 

テーラリングについて、正正ししいい記䘠を 2 つ選

択してǤǵさい。 
 
1.  プロɃスは㉑㍐ॆしたり、より䂣㍠に実行

したりできる。 
2.  用語は㍴㒄の標準に合わせて変更できる。 
3.  プロジェクトに関ײのないテーマは䲔外で

きる。 
4.  プロジェクト・マネジメント・チームのメ

ンバーは、ᖩࢢを㠚⭡に㍴み合わせること

ができる。 
 
A. 1 と 2 
B. 2 と 3 
C. 3 と 4 
D. 1 と 4 
 

 

⌘⌘：：リストのアイテムのǛち、2 つが正解で

す。 
「「語語句句のの穴穴埋埋めめ」」のの設設問問例例：： 

⅑の文のオℴにᖃてはまる言㩹を選択してǤ

ǵさい。 

[˛] テーマの目的は、プロジェクト目標から

受けޕれられないٿᐞをȻントロールするこ

とです。 

A. 変更 
B. 計⭫ 
C. 䙢ᦇ 
D. リスク 
 

「「否否定定形形」」のの設設問問例例：： 

⅑のǛち、PRINCE2 のᖩࢢででなないいものはǾれ

ですか˛ 

A. ᖩࢢ A 
B. ᖩࢢ B 
C. ᖩࢢ C 
D. ᖩࢢ D 
 
⌘⌘：：否定形の設問は、実ᯭすべきではないһ

ᷴș発⭏すべきではないһᷴを理解すること

が学習成果の中に含まれる๤合に限り、例外

的に使用されます。 
 
 
 

試試験験のの形形式式とと޵޵ᇩᇩのの例例ににつついいててはは、、⁑⁑ᬜᬜ試試験験ををǩǩ⻪⻪認認ǤǤǵǵささいい。。 
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4. シラバス 
以下の表では、試験で⸕䆈が試される概念の概要と、それらの概念が䃜᰾される公式書籍の主要䜘分

をまとめています。書籍参照ݸは䂢ᖃの記䘠があるɃクションです。 ⢩に記載のない限り、Ƀクショ

ン޵のȽブɃクションではありません。 

学学習習成成果果 アアɃɃススメメンントトสส準準 ブブルルーームムのの

レレベベルル

（（Bloom’s 
Level：：
BL）） 

1. プロジェクトと 
PRINCE2 に関䙓

する主要概念を

理解する 

1.1 プロジェクト・マネジメントに関䙓する以下の主要概

念を思い出す： 
a) ⅑の PRINCE2 の㎡合された要㍐の定㗙：৏ࡷ、人

材、プラクティス、プロɃス、プロジェクト状況

（1.2、ണ 1.1） 
b) プロジェクトとプロジェクト・マネジメントの定

㗙（1.3、1.4） 
c) マネジメントすべきプロジェクトのəフȱーマン

スのڤ䶒（1.4） 
d) ⅑のデリバリー・アプローチの定㗙：ⴤ㐊的かつ

䙓㏊的、৽ᗙ的かつ⇥䲾的、ɗイブリッɑ

（1.5.3） 

BL1 

1.2 プロジェクト・マネジメントに関䙓する以下の主要概

念を䃜᰾する： 
a) プロジェクト・マネジメントが用いられるа㡜的

な理⭡（1.3） 
b) PRINCE2 で対ࠖできるа㡜的な䃢乼（1.4） 
c) プロジェクトの⢩ᗤ（1.3） 
d) 状況/プロジェクト⫠ຳに応じたプロジェクト

（1.5 - 1.5.3 を䲔Ǥ） 
e) PRINCE2 の⢩ᗤとベネフィット（1.6） 

BL2 

2. PRINCE2 の৏ࡷ

がǾのよǛに 
PRINCE2 手法の

สⴔとなるかを

理解する 

2.1 以下の PRINCE2 の৏ࡷを䃜᰾する： 
• ビジネス正ᖃᙗの㏉㏊の⻪保（2.1） 
• ㍼験からの学習（2.2） 
• ᖩࢢ、責任、関ײの定㗙（2.3） 
• ステージによるマネジメント（2.4） 
• 例外によるマネジメント（2.5） 
• 成果物䟽㿆（2.6） 
• プロジェクトに合わせたテーラリング（2.7） 

BL2 

2.2 ৏ࡷが PRINCE2 を䚙用するส準を提׋する方法とそ

の理⭡、ǾのよǛな要ഐが PRINCE2 手法をテーラリ

ングして䚙用する方法にᖡ丯するか、䃠が実行責任を

䋐い、ǾのよǛにしてテーラリングのࡔᯝを文書ॆす

るかを䃜᰾する（2、2.7、ണ 2.1） 

BL2 
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学学習習成成果果 アアɃɃススメメンントトสส準準 ブブルルーームムのの

レレベベルル

（（Bloom’s 
Level：：
BL）） 

3. プロジェクトの

成功における人

の䟽要ᙗを理解

する 

3.1 人材の要㍐に関䙓する以下の主要概念を定㗙する： 
• ㍴㒄のȰȻシステム（3.1、ണ 3.1） 
• プロジェクト・ȰȻシステム（3.1、ണ 3.1） 
• 変更マネジメント（3.2.1） 
• ࡙ᇣ関ײ者（3.2.2） 
• ȳルチャー（3.2.3） 
• ঄۽と（3.3）ࢥޡ 
• リーɈーシップ（3.3） 
• マネジメント（3.3） 

BL1 

3.2 人材の要㍐に関䙓する以下の概念の䚅いを䃜᰾する： 
• プロジェクトにਆり㍴ȕ人とプロジェクトのᖡ丯

を受ける人（3.1） 
• リーɈーシップとマネジメント（3.3） 

BL2 

3.3 人の要㍐に関䙓する以下の主要概念を䃜᰾する： 
• 変更マネジメントとそれが䟽要な理⭡（3.2.1） 
• ࡙ᇣ関ײ者ȰンȺージメント（3.2.2） 
• Ȼɧɭɓȹーション（3.4） 
• 多 ᙗ、能力、Ȼンɜテンシーをۉえたࣩ果的な

チーム（3.3） 

BL2 

3.4 プロジェクトの人の要㍐を支援するために必要な、以

下のマネジメント成果物の目的を䃜᰾する： 
• PID：変更マネジメント・アプローチ（3.2.1） 

• PID：Ȼɧɭɓȹーション・マネジメント・アプロ

ーチ（3.4） 

BL2 

3.5 人的ڤ䶒が PRINCE2 の他の要㍐とǾのよǛに㎡合さ

れるかを䃜᰾する（すべてのȽブɃクションを含ȕ 
3.5）  

BL2 

4. PRINCE2 プラク

ティスとプロジ

ェクトޘփを䙊

してそれを䚙用

する方法を理解

する 

4.1 以下を含ȕ PRINCE2 マネジメント成果物の目的を䃜

᰾する： 
• PID（4.3.1） 
• プロジェクト・ログ（4.3.2） 

BL2 

4.1.1 「ビジネス・ȹース」プラクティスの目的を䃜᰾す

る（5.1） 

BL2 

4.1.2 「ビジネス・ȹース」プラクティスと৏ࡷの主要な

関ײを䃜᰾する（5.7、表 5.2） 

BL2 

4.1.3 「ビジネス・ȹース」プラクティスを支援するため

に必要な、以下の主なマネジメント成果物の目的を

䃜᰾する（5.5）： 
• プロジェクト要㌴書 
• ビジネス・ȹース 

• PID：ベネフィット・マネジメント・アプローチ  

• PID：持㏊可能ᙗマネジメント・アプローチ 

BL2 
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学学習習成成果果 アアɃɃススメメンントトสส準準 ブブルルーームムのの

レレベベルル

（（Bloom’s 
Level：：
BL）） 

4.1.4 「ビジネス・ȹース」プラクティスに関䙓する以下

の主要概念を定㗙する：（5.1） 
• アȮトプット 
• 成果 
• ベネフィット 
• ディスベネフィット 
• ビジネス目標 

BL1 

4.1.5 以下を含ȕ、ࣩ果的なビジネス・ȹース・マネジメ

ントについてのȴイɈンスを䃜᰾する：（5.2） 
• ビジネス・ȹースのライフȽイクル（5.2.1、ണ 

5.2、ണ 5.3） 
• 成果物をビジネス目標と䁡ᇩᓖにᮤ合させる

（5.2.2） 
• ビジネス正ᖃᙗを⻪・する（5.2.3） 

BL2 

4.1.6 「ビジネス・ȹース」プラクティスの PRINCE2 ᢰ法

を䃜᰾する（5.3.1） 

BL2 

4.2.1 「㍴㒄ॆ」プラクティスの目的を䃜᰾する（6.1 BL2 
4.2.2 「㍴㒄ॆ」プラクティスと৏ࡷの主要な関ײを䃜᰾

する（6.7、表 6.5） 
BL2 

4.2.3 「㍴㒄ॆ」プラクティスを支援するために必要な、

以下の主なマネジメント成果物の目的を䃜᰾する：

（6.5） 
• PID：プロジェクト・マネジメント・チーム㍴㒄 
• PID：ᖩࢢ記䘠書  
• PID：୶業マネジメント・アプローチ 

BL2 

4.2.4 「㍴㒄ॆ」プラクティスに関䙓する以下の主要概念

を定㗙する 
• プロジェクト委員会（6.2.1、6.2.4.4） 
• プロジェクト・チーム（6.2.3） 

BL1 

4.2.5 以下のࣩ果的な㍴㒄ॆのためのȴイɈンスを䃜᰾す

る： 
• プロジェクトの 3 つの関ᗳ（6.2.1） 
• PRINCE2 のᖩ（6.2.4）ࢢ 
• ɷーク・ブレークɈȮン・ストラクチャー

（6.2.5） 

BL2 

4.2.6 「㍴㒄ॆ」プラクティスの PRINCE2 ᢰ法を䃜᰾する

（6.3.1 
BL2 

4.3.1 「計⭫」プラクティスの目的を䃜᰾する（7.1） BL2 
4.3.2 「計⭫」プラクティスと৏ࡷの主要な関ײを䃜᰾す

る（7.7、表 7.2） 
BL2 
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学学習習成成果果 アアɃɃススメメンントトสส準準 ブブルルーームムのの

レレベベルル

（（Bloom’s 
Level：：
BL）） 

4.3.3 「計⭫」プラクティスを支援するために必要な、以

下の主なマネジメント成果物の目的を䃜᰾する：

（7.5） 
• ɷーク・əッȹージ記䘠書 
• プロジェクト成果物記䘠書 
• 計⭫書（プロジェクト計⭫書、ステージ計⭫書、

チーム計⭫書、例外計⭫書を含ȕ） 

BL2 

4.3.4 「計⭫」プラクティスに関䙓する以下の主要概念を

定㗙する： 
• スȹジɭール（7.3.1.4） 
 （7.3.1.2）ײᆈ関׍ •
• プロジェクト計⭫書（7.2.2.1） 
• ステージ計⭫書（7.2.2.2） 
• チーム計⭫書（7.2.2.3） 
• 例外計⭫書（7.2.2.4） 
• スȻープ（7.1.2） 

BL1 

4.3.5 以下のࣩ果的な計⭫マネジメントのためのȴイɈン

スを䃜᰾する： 
• 計⭫ᵏ間（7.2.1） 
• プロジェクトのステージ（7.2.3） 
• 成果物ベースの計⭫・Ṹ（7.2.5） 
• 䁡ᇩᓖを用いた制㌴のマネジメント（7.2.4） 
• デリバリーの持㏊可能ᙗ（7.4.4） 

BL2 

4.3.6 「計⭫」プラクティスの PRINCE2 ᢰ法を䃜᰾する

（7.3.1） 
BL2 

4.4.1 「૱䌚」プラクティスの目的を䃜᰾する（8.1） BL2 
4.4.2 「૱䌚」プラクティスと৏ࡷの主要な関ײを䃜᰾す

る（8.7、表 8.3） 
BL2 

4.4.3 「૱䌚」プラクティスを支援するために必要な、以

下の主なマネジメント成果物の目的を䃜᰾する：

（8.5） 
• 成果物記䘠書 
• PID：૱䌚マネジメント・アプローチ 

• プロジェクト・ログ：૱䌚ⲫ䥢㉯  

• プロジェクト・ログ：成果物ⲫ䥢㉯ 

BL2 

4.4.4 「૱䌚」プラクティスに関䙓する以下の主要概念を

定㗙する： 
• ɮーȾーのᵏᖵ૱䌚（8.1.1、8.2.1.1） 
• 受けޕれส準（8.1.1） 
• ૱䌚ԅ （8.1.1） 
• 要件（8.1.1） 

BL1 

4.4.5 以下のࣩ果的な૱䌚マネジメントのためのȴイɈン

スを䃜᰾する： 
• ૱䌚計⭫（8.2.1） 
• ૱䌚Ȼントロール（8.2.2） 
• ૱䌚保証（8.2.3） 

BL2 



9PRINCE2® 7 ファンデーション | シラバス | Copyright© PeopleCert International Ltd.

 

 

学学習習成成果果 アアɃɃススメメンントトสส準準 ブブルルーームムのの

レレベベルル

（（Bloom’s 
Level：：
BL）） 

4.4.6 「૱䌚」プラクティスの PRINCE2 ᢰ法を䃜᰾する

（8.3.1） 
BL2 

4.5.1 「リスク」プラクティスの目的を䃜᰾する（9.1） BL2 
4.5.2 「リスク」プラクティスと৏ࡷの主要な関ײを䃜᰾

する（9.7、表 9.4） 
BL2 

4.5.3 「リスク」プラクティスを支援するために必要な、

以下の主なマネジメント成果物の目的を䃜᰾する： 
(9.5) 
• PID：リスク・マネジメント・アプローチ 

• プロジェクト・ログ：リスクⲫ䥢㉯  

BL2 

4.5.4 「リスク」プラクティスに関䙓する以下の主要概念

を定㗙する： 
• リスク：不⻪実ᙗにสǺǤ㜵ေまたは₏会

（9.1） 
• リスク選ྭᓖ（9.2） 
• リスク䁡ᇩᓖ（9.2） 
• リスクの৏ഐ、イベント、ᖡ丯（9.2.1） 
• リスクᖡ丯ᓖ（9.2） 
• リスク・オーナーとリスクࠖ㖞のオーナー

（9.2） 
• リスクの発⭏⻪⦷（9.2） 
• リスクのインəクト（9.2） 

BL1 

4.5.5 以下のࣩ果的なリスク・マネジメントのためのȴイ

Ɉンスを䃜᰾する： 
• リスク計⭫（9.2.1） 
• リスク分᷀（9.2.2） 
• リスク・Ȼントロール（9.2.3） 

• リスク・ȳルチャー（9.2.4） 
• ᜿思⊪定バイアスの理解（9.2.4） 
• 推奨されるリスク対応ㆆのぞ于（9.2.3.1、表 

9.1）  
• データの使用（9.3.2.6） 

BL2 

4.5.6 「リスク」プラクティスの PRINCE2 ᢰ法を䃜᰾する

（9.3.1） 
BL2 

4.6.1「䃢乼」プラクティスの目的を䃜᰾する（10.1） BL2 
4.6.2「䃢乼」プラクティスと৏ࡷの主要な関ײを䃜᰾する

（10.7、表 10.3） 
BL2 

4.6.3「䃢乼」プラクティスを支援するために必要な、以下

の主なマネジメント成果物の目的を䃜᰾する： (10.5) 
• PID：䃢乼マネジメント・アプローチ 

• プロジェクト・ログ：䃢乼ⲫ䥢㉯  
• 䃢乼報੺書  

BL2 
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レレベベルル

（（Bloom’s 
Level：：
BL）） 

4.6.4「䃢乼」プラクティスに関䙓する以下の主要概念を定

㗙する： 
• 䃢乼（⅑の䃢乼のぞ于を含ȕ：変更、問乼/ᠨ念

һ丵、ビジネス₏会、変更要≲、ԅ 外丵目）

（10.1、10.2.2、10.2.3） 
• プロジェクトのベースライン（10.1） 
• 変更Ȼントロール（10.2.3） 

BL1 

4.6.5 以下のࣩ果的な䃢乼マネジメントのためのȴイɈン

スを䃜᰾する： 
• ベースライン（10.2.1） 
• 䃢乼解⊪（10.2.2） 
• 変更Ȼントロール（10.2.3） 
• 変更に対する委任された⁙限（10.2.4） 
• 変更Ҹ㇇（10.2.5） 

BL2 

4.6.6 「䃢乼」プラクティスの PRINCE2 ᢰ法を䃜᰾する

（10.3.1） 
BL2 

4.7.1 「䙢ᦇ」プラクティスの目的を䃜᰾する（11.1） BL2 

4.7.2 「䙢ᦇ」プラクティスと৏ࡷの主要な関ײを䃜᰾す

る（11.7、表 11.4） 
BL2 

4.7.3 「䙢ᦇ」プラクティスを支援するために必要な、以

下の主なマネジメント成果物の目的を䃜᰾する：

（11.5） 
• チェックɥイント報੺書 
• ɗイライト報੺書 
• ステージ㍲Ҷ報੺書 
• プロジェクト㍲Ҷ報੺書 
• 教䁃報੺書 
• 例外報੺書 
• プロジェクト・ログ：デイリー・ログ 

• プロジェクト・ログ：教䁃ログ 

• PID：デジタルおよびデータ・マネジメント・ア

プローチ 

BL2 

4.7.4 「䙢ᦇ」プラクティスに関䙓する以下の主要概念を

定㗙する： 
• Ҹ⑜（11.1） 
• 例外（11.1） 
• 䁡ᇩᓖ（11.2.1） 
• イベント俶अරおよび時間俶अරȻントロール

（11.2.2） 

BL1 
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レレベベルル

（（Bloom’s 
Level：：
BL）） 

4.7.5 以下のࣩ果的な䙢ᦇマネジメントのためのȴイɈン

スを䃜᰾する： 
• 䙢ᦇȻントロールの䁡ᇩᓖ（11.2.1 - 表 11.1 を

䲔Ǥ） 
• Ȼントロールのぞ于（11.2.2） 
• 䙢ᦇと教䁃をレビɭーする（11.2.3） 
• 䙢ᦇと教䁃を報੺する（11.2.4） 
• Ҹ⑜する（11.2.5） 
• Ȱスȳレーションする（11.2.6） 
• 䙢ᦇマネジメントにデータとシステムを使用する

（11.2.7） 

BL2 

4.7.6 「䙢ᦇ」プラクティスの PRINCE2 ᢰ法を䃜᰾する

（11.3.1） 
BL2 

5. PRINCE2 プロɃ

スとプロジェク

トޘփを䙊して

それを䚙用する

方法を理解する 

5.1 以下の PRINCE2 プロɃスの目的を䃜᰾する： 
• プロジェクトの࿻अ（13.1） 
• プロジェクトの指᨞（14.1） 
• プロジェクトの・ち上ǧ（15.1） 
• ステージのȻントロール（16.1） 
• 成果物デリバリーのマネジメント（17.1） 
• ステージຳ⭼のマネジメント（18.1） 
• プロジェクトのクローɂ（19.1） 

BL2 

5.2 以下の PRINCE2 プロɃスの䚄成目標を䃜᰾する： 
• プロジェクトの࿻अ（13.2） 
• プロジェクトの指᨞（14.2） 
• プロジェクトの・ち上ǧ（15.2） 
• ステージのȻントロール（16.2） 
• 成果物デリバリーのマネジメント（17.2） 
• ステージຳ⭼のマネジメント（18.2） 
• プロジェクトのクローɂ（19.2） 

BL2 

5.3 以下の PRINCE2 プロɃスの㛼Ჟを䃜᰾する： 
• プロジェクトの࿻अ（13.3） 
• プロジェクトの指᨞（14.3） 
• プロジェクトの・ち上ǧ（15.3） 
• ステージのȻントロール（16.3） 
• 成果物デリバリーのマネジメント（17.3） 
• ステージຳ⭼のマネジメント（18.3） 
• プロジェクトのクローɂ（19.3） 

BL2 
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5. 試験の䂣㍠ 
PRINCE2 フファァンンデデーーシショョンン試試験験は、以下のよǛなΏ䙐の 5 つのɃクションからΏ成されます。 

学学習習成成果果 ∄∄䟽䟽（（配配

点点）） % 
1. プロジェクトと PRINCE2 に関䙓する主要概念を理解する 3% 
2. PRINCE2 の৏ࡷがǾのよǛに PRINCE2 手法のสⴔとなるかを理解する 8% 
3. プロジェクトの成功における人の䟽要ᙗを理解する 14% 
4. PRINCE2 プラクティスとプロジェクトޘփを䙊してそれを䚙用する方法を理解する 60% 
5. PRINCE2 プロɃスとプロジェクトޘփを䙊してそれを䚙用する方法を理解する 15% 

合合計計 100% 
 




